「国際連合ＥＳＤの１０年」を機会に八名川とユネスコの教育を見直す
　　　　　　　　2014年度八名川小学校 研究紀要巻頭言　八名川小学校長　　手島利夫
２００５年から始まり２０１４年１１月に最終年会合を迎えた「国際連合ＥＳＤの１０年」の取り組みは、岡山でのユネスコスクール世界大会、ユネスコスクール全国大会、そして名古屋で開催されたＥＳＤ世界会合等を通じて大きな成果を発信して閉幕した。
日本政府も提唱国として、あるいは最終年会合の開催国として責任を果たすことができたこと、大変喜ばしい。

また、江東区立八名川小学校も、ユネスコスクールの重要な一員としてこの取り組みに貢献ができたことを誇らしく思う。
それは、閣僚級の世界会合における日本政府の展示ブースの中心にＥＳＤカレンダーが大きく掲げられ、ジャパンレポート（後掲）で日本の学校教育における研究と実践の成果として世界に伝えられたことで明白である。
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このＥＳＤカレンダーの開発と発信無
くして、日本のユネスコスクールが世界
最多の８０７校にまで拡がりを見せるこ
とは無かったように思える。
また、このＥＳＤカレンダーは、平成

１０年の総合的な学習の時間の創設以来
大きな課題であった「教科横断的・統合
的な学び」を具体化し、ひと目でわかる
ようにした点でも、日本の教育界に果た
した役割は画期的である。
平成２６年１０月８日の参議院予算委

員会で下村博文文部科学大臣が「ＥＳＤ
に関する優れた取り組みを積極的に発信
し、多くの学校で広く共有することは重
要だ。ＥＳＤカレンダー等をＰＲするこ
とによって各学校で取り組んでもらえるよう広報活動をしていきたい。」と表明されたことからも、明白である。
　さらに、本校の研究の特質は、短なる理屈だけでなく常に子どもや学校の姿として裏打ちされている点にある。いつ、誰が来ても隠すことなく全てを公開し、どのような切り口からもＥＳＤがほとばしり出るという点にある。
ＥＳＤ世界会議の直前まで「学校におけるＥＳＤの姿」を求め、様々なメディアが通常では対応不可能なほど、本校に押し寄せてきた。その様子が学校だより１１月号から垣間見ることができる。
そして、これらの取り組みが学校公開や音楽会、連合運動会、学芸会など通常の学校行事と並行して進められている点には、校長としても驚かされるばかりである。
ＥＳＤ世界閣僚級会合用ジャパンレポート（ＥＳＤの１０年を意識し東雲小学校と連名で掲載）
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The ESD calendar has been drawn up not only in Japanese, but also in English, Chinese, and Korean, and handed out as data to 

relevant 

individuals.

 

Development and Popularization of an ESD Calendar that Energizes School Education 

in Japan and the World

 

Shin

o

nom

e Elementary School, Koto Ward

/

Yanagawa Elementary School,

 

Koto

 

Ward

, Tokyo

 

Summary of Activities:

 

Shinonome Elementary School in Koto Ward became a UNESCO Associated School (currently, 

UNESCO School) in 

2006

 

and began school

-

wide efforts to implement ESD research

 

and practices. 

Since 

developing the ESD calendar, 

a cross

-

curricular study chart

, in 2007, it has been shared both 

in Japan and abroad, and played a large role in popularizing ESD. It was given the 1

st

 

ESD Award.

 

Influenced by that, from 

2010

 

Yanagawa Elementary School in Koto

 

Ward made improvements to 

the ESD calendar, added a teaching plan, and succeeded in developing it as 

a yearly ESD teaching 

curriculum for each grade

 

that focuses on integrated study time. At the 3

rd

 

National Meeting of 

UNESCO Associated Schools in 2011, t

he school presented an ESD class together with the ESD 

goodwill ambassador, Sakana

-

kun, and the

 

outcomes of implementation were illustrated through the 

children who attended the class. In addition, each year 500

–

1,000 CDs containing presentation data 

for p

romoting ESD and materials for creating an ESD Calendar in different languages are 

distributed at various workshops, such as the National Meeting of UNESCO Associated Schools and 

education groups visiting from overseas. Yanagawa Elementary School was given

 

the 3

rd

 

ESD 

Award.

 

Both schools are proud of the fact that the initiatives have played a significant role in promoting 

ESD throughout Japan. 

 


1. ESD characteristics

A cross-curricular model was created that is promoted as a school-wide system. “Environment,” “multicultural understanding,” “human rights and life,” and “international cooperative systems” were established as perspectives that link subjects and areas of study. With the integrated study time begun nationwide in 1998 serving as the main field for ESD activities, instruction focuses on a study process involving problem solving and exploration. It also values the mutual learning that takes place among children and highlights not just learning knowledge, but cultivating a practical approach.

Furthermore, once a year the ESD Festival is held to create the opportunity for each grade to present their study outcomes, and interact with all other grades. This kind of opportunity encourages the children’s desire to learn and their presentation skills.

2. Activity aims and the introduction of ESD

An initiative was launched to switch from awareness of issues regarding an unsustainable society to ESD. The problem was how to incorporate and teach ESD within the many constraints of school education. Noting that it would not lead to the creation of a sustainable society unless it could be practiced at any school in Japan, ESD was positioned as a program to be conducted during integrated study time.

3. Achievements

The ESD calendar is creatively designed at nearly all 705 registered UNESCO Schools in Japan. With that as a base, ESD initiatives are spreading throughout the country. School education in Japan is becoming more energized while receiving guidance from, and keeping in contact with, individuals at the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology who are in charge of integrated study time.

4. Outlook and issues

It is clear that a sustainable society cannot be achieved if efforts are made in Japan alone. The practice and web of collaboration must be globally expanded as quickly as possible through utilization of the UNESCO School network and other frameworks.

In addition, Japan will work to establish the promotion of ESD as a core element in the fostering of global academic ability, and treat the enrichment of school education as an important issue.
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第３５９号／平成２６年度

 

１１月号

   

  

  

ユネスコスクール

 

 

        

八名川小学校ホームページアドレス

           

江東区立八名川小学校

 

http:/www

.koto.ed.jp/yanagawa

-

sho/
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１０

月

８

日の

参議院予算委員会で

、本校の教育や、本校が進

 

めているＥＳＤ【持続可能な

未来

のための教育】（意訳）の

 

推進

について、質問がありました。下村文部科学大臣は八名

 

川小学校の取り組みや、ＥＳＤカレンダーについて、たいへん

 

おほめ下さり、ＥＳＤカレンダーはユネスコスクールに限らず、

 

全国

の小中学校に広めていくことをお約束されました。

 

（詳細は国会中継→参議院予算委員会→

10

月

8

日でご検索を）

 

                              

ＮＨＫ総合テレビ画面より

 

                

 

１０

月

１６

日

(

木

)

ＢＳテレビ朝日

のテイバン・タイムズの

取材があり、

4

年生の車いす体験学習にハマカーンのお二人

が

ＥＳＤ

に関する取材で参加されました。この様子は、

１１

月２日（日）午前

11

時〜

12

時

に同局で放送されます。

 

                 

この様子は同時に

毎日小学生新聞

社

も取材しており、

１１

月３日の同新聞に掲載

されます。

 

           

    

 

    

１０月

１７

日（金）

には、インドネシアのユネスコ国内委

 

員会の方々約１０名のご訪問も受け入れました。３年生

の学習

の様

子をご覧いただきました。

 

 

 

１０

月

２０

日（月）にはＮＨＫの教育番組コンクールの招きで、本校に

世界

21

の国と地域

から

36

名の教育番組審査委員さん方が来校

されました。全校での歓迎集会を楽しまれ、その後、５年

生児童の地球温暖化に関する発表に参加され、発表を聞くだけでなく

、児童と意見の交流をした

り

自国の取り

組

みについて、説明してくれたり、実り多い交流ができました。この訪問の様子は、

１１

月２日（日）の午前

11

時〜

11

時

54

分までの総合テレビ「ＮＨＫとっておきサンデー」

の中

で、少しだけ紹介されるとのことです。
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[image: image4.wmf]１１月６日（木）〜

８

日（土）には、

ユネ

スコスクール世界大会・全国大会

が開催され

ます。本校の事例は、国内の優良事例として

岡山大学の体育館で同時通訳付きで、１時間

３０分の発表の機会が与えられております。

本校からは

研究主任の吉岡佐登美主幹が

６

年での取り組み

「江戸・深川の歴史を調べて

この町を語ろう」を例に発表

いた

します。

 

 

 

また、１１月１０日から名古屋で

開催され

る

閣僚級会合を含む

1000

人規模のＥＳＤ世

界会議

では、日本政府の展示パネルに本

 

校のＥＳＤカレンダーが紹介される

ことに

 

 

もなりました。

いよいよ大きく世界発信です

。

 

こ

れらの機会を通じて、児童や職員に自校の学び・教育に自信と誇りをも

たせたいものです。

 

５年生の発表に聞き入る海外からのお客様たち

 


ＥＳＤの１０年の成果について
ＤＥＳＤ（ＥＳＤの１０年）の始まった２００５年当時は、世界的な環境問題への認識は、一般紙上では語られることも少なく、ましてＥＳＤという言葉そのものも、その理念も全くと言ってよいほど知られていなかった。

　洞爺湖サミットを経て環境に対する意識が高まり、一般紙上でも目にするようになったのと同様に、「ＥＳＤの１０年」の最終年会合の年になって、様々な場で「持続可能な」という文字を目にするようになってきた。

　ＤＥＳＤへの取り組みは最終年を迎え、ようやく社会全体で持続可能性に向けた意識改革を達成しようとしている。

　学校教育においても、ＥＳＤの普及は「何のために学ぶのか・何のために教えるのか」という教育の原点への認識を新たにさせるものであった。

　変化が激しく、厳しいグローバルな世界で生き抜く力を育むには、どのような教育を進めたらよいのかを模索する１０年でもあった。正解が与えられるものでなく、自分たちで探さなくてはならない時代においては、問題に気付き、自ら学ぶ問題解決能力や創造的なコミュニケーション能力、そしてそれらを支える健康や体力（生きる力）の育成が何よりも重要だという認識が深まってきた。
　今回のユネスコスクール世界大会やＥＳＤ世界会議の開催を機に、日本の教育の質的転換が進もうとしている。それは、次の４点である。

①　産業革命以来続いてきた教え込みによる知識理解中心の教育から、探究的で、学び方そのものも重視される教育（アクティブラーニング）への転換

②　教科中心の教育から教科横断的・総合的な教育への転換

③　ＥＳＤカレンダーを基盤にし、総合的な学習の時間を中心としたホールスクールアプローチの具現化

④　「知識の伝達者」から「学習コーディネーター」として、子どもの学ぶ心に火を付け、学習の方向性を与え、様々な人や事実との出会いや発表の場を準備するといった教師の役割の転換

　ＤＥＳＤの成果は、日本の教育に大きな変革を与え、新しい時代の教育に向かわせているのである。そして、八名川小学校が取り組んできたことは、上記の取り組みそのものであった。　

ユネスコスクールが取り組むべき課題やその際の問題点
　ユネスコスクールが取り組むべき主な課題は、次の２点である。

①　ネットワークを通じて、日本や世界の学校や関係機関と連携し、学び合い、平和で安全で持続可能な世界を実現すること

②　そのために有効な教育内容・手法の開発・実践・共有と普及に努めること
日本のユネスコスクールが、これらの課題解決に向かって努力してきたことは間違いない。数の上でも、この１０年間で２０校から８０７校にまで増加し、全国大会等を通じて理論を学び合い、実践を高め合ってきた成果は大きい。また、そのような中から今回ＥＳＤ大賞に輝いた岡山市立京山中学校のように、「つけたい力を明確にしたＥＳＤカレンダー」を活用し、全教育活動をまとめ上げた好事例が生まれていることもうれしい限りである。

更に、文部科学省を挙げてＥＳＤカレンダーを全国の学校に普及・啓発していただけるということも持続可能な社会づくりへの貴重な一歩である。これを機に、ユネスコスクール内に留まらず、各地域での生活科や総合的な学習の時間等の研究会や、各教科・領域等の研究会、あるいは様々な研究会や学会に参加し、その中から改革を進めていくことも重要になる。上記した①②とは、そのような意味も含めた連携であり共有なのである。
　ただ全体的に見てみると、ユネスコスクールに加入したことによる学校の変化が「学校教育の活性化」（５５％・２５年７月教育新聞記事）程度に留まり、「教育方法の改善」（２６％・同）にまで及んでいないことに問題を感ずる。

　グローバルな視点から学校教育のあり方をとらえ直し、教師が変わり、その結果として子どもが変わり、保護者や地域を変えていくことこそが重要なのである。これを示せない限り、誰もついてはこないのである。この点を強く意識して気持ちを引き締めたい。ユネスコスクールが取り組むべき「平和で安全で持続可能な世界の実現」への方法には、教育方法の改善とその成果を示すことが欠かせないのである。

ユネスコスクールの校長の課題

私は国内のユネスコスクールの状況を見ていて、「ＥＳＤカレンダーができても  ＥＳＤの学校があまり出来ないのはなぜか」という点について、問題意識を持ち続けてきた。
それは、ＥＳＤを踏まえた学校経営ができていないためだと思える。

「やっぱり校長が替わるとうまくいかないですね。校長次第なのじゃありませんか」
「どんな校長ならＥＳＤの学校が作れるんでしょうか」

というご質問を受けることが多い。学校が校長次第なのは当然である。ではどんな校長がどんな経営をすればいいのだろうか。それには次のようなことをよく考える必要がある。（キーワードのみを記載）
①　理念
・民主主義は知識として教えるものでなく、学校経営や運営の理念として活用し、民的な学校教育を創らなくてはならない　　　　
　　・持続可能な世界づくり（に貢献できる人の育成）を目指す強い意志
　　（民主主義・人権・環境・多文化理解の視点）
　　・民主的な授業とはどのようなものか

　　・民主的な学校経営とはどのようなものか
　　・批判したり反対意見を言ったりする職員とどう向き合うのか

　　・異質への寛容（人権や国際理解の基盤）は、いじめのない学校への第一歩

　　・地域に根ざすのは当然。だって地域の未来を創っているのだから

②　時数だけでなく、理念の具体化計画書としての教育課程と授業づくり

　　・ESDの理念をどのように落とし込むか

　　・生活・総合を中心としたESDカレンダー（教科横断的な指導計画）

　　・ねらい→しかけを明確にするための校内研究

　　・「子どもの学びに火をつける」教師は『チャッカマン』『チャッカウーマン』
　　・具体的な実践を一緒に作り、具体的な子どもの姿で納得させる
③　子どもも職員も、安心な学校
　　・組織の長として一番初めに語るべきひと言とは、「私が責任をとります」

・責めるようなしかり方をしない

・その年齢の頃の自分を振り返れば、しかる必要が無くなる

・職種を超えた協力関係づくりは感謝から

・校内で重要な情報をもっているのは、教師以外の人材
・危機意識の共有が大切（知識を教えるだけの教員は消える運命にある）

・学級づくりは『あてがい扶持』からスタートする。学校づくりも同じで、どこ
まで育てられるかが勝負
・指導力の足りない教師ほど子どもの問題を公言する（校長も同じ）

　　・必ず成長すると信じる力と、「これは成長なのだ」と見取れる力が必要、そし
て、決して見捨てない信念

④　学校を開くと、教育は間違いなく向上する

　　・校内研究会に毎回誰かがやってくるようにする
　　・地域・保護者に学校を知っていただき、応援を得るために『営業』する

　　・教育資金を集めるよりも信用を集めるために努力する

⑤　決して一人で教育を良くすることはできないから感謝し、発信を続ける
　これらを踏まえ、事実として示せる学校、あるいはそのような学校づくりに向かって校長がリーダーシップを発揮して、持続的に取り組んでいる学校こそがユネスコスクールの名に値するのである。私は、目白大学人間学部長の多田孝志先生という指導者に恵まれ、この１０年の校内研究や授業実践を進めることができた。このことに深く感謝している。研究の指導者に恵まれることも特に重要なことである。
　ユネスコスクール各校も職員が入れ替わり、校長の替わる時期を迎えている。その中で、「これだけやったから、もういいだろう」「教科の指導力も大切です」などという声に押され、旧来の教科教育に戻るようでは、ユネスコスクールの看板を下ろした方がいいだろう。

子どもたちの今の課題を考え、未来に生きる力を育むユネスコスクールの実践は始まったばかりである。世界大会を機に、『少なくとも今後100年くらいは、日本と世界の教育をリードする学校としてやりぬくぞ』という決意を新たに、更なる歩みを始めよう。そのためにも互いのネットワークを大切にし、ＥＳＤの推進拠点としての自覚を深め、支え合い、学び合い、伝え合っていかなくてはならない。
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８／２１
８／２６～２７　
８／２７
９／１２
９／１６　
９／１６
９／１７
９／１８　
９／２０
　
９／２４
１０／  ８
１０／１６

１０／１７
１０／１８

１０／２０

１０／２３
１１／　４

１１／　６

１１／　６

～８
１１／１０　
１１／１１～１２
１１／１５
１１／１７

１１／１９
１２／　３
１２／　８

１２／１０
１２／１２

１２／１２
１２／２３
１　／　９
１　／２１
２　／　７
	日立環境財団発行の季刊「環境研究」に「世界に向けて発信する日本のユネスコスクールの価値と成果」が掲載される。世界発信資料として環境省中川氏がすぐに英訳し、１１月の世界大会等で配布が準備される

校内研修会　講師　文部科学省教育課程課調査官　田村学氏

　　　　　　　「ＥＳＤの教育で育つ未来への学力」

群馬県安中市新島学園中学校高等学校、江東区立深川第一中学校、南砂第二中校、

東雲小学校、大田区大森第六中学校、稲城第三小学校、文部科学省初等中等教育局国
際教育課、博報財団、学研教育ジャーナル、ＪＡＩＣＡ、南九州大学人間発達学部、
教育新聞、スウェーデン・オレブロ大学、光文書院、ＡＰＳＤ、茨城大学教育学部、
橫浜国立大学等から参加

博報教育フォーラムでの手島による講演記録ＤＶＤ「２１分３８秒でわかるＥＳＤの
進め方」の配布を始める。鳥取県岩美郡岩美町立岩美南小学校からの問い合わせを皮
切りに、全国各地の学校や関係機関等から１２月末現在までに１７２件の配布依頼や
使用した研修の報告が届いている

江東区温暖化対策課・東京ガスとの連携授業５年に毎日新聞社取材

８／１８　１１面（くらしナビ・学ぶ）に「地球の未来総合学習で理解」掲載

ＮＨＫ俳句さく咲く６年取材（自国の伝統文化学習）

中国日本教職員招へいプログラムに濵方弥生副校長を派遣

中国語版のプレゼン資料・国内参加者向け資料作成ＣＤ１００枚
校内研究会　講師目白大学人間学部長　多田孝志先生【通年講師】

　　　　　　　「グローバルな視野から見た八名川小の授業改善」環境省等から参加
水道キャラバンとの４年授業にジャパンジャーナル誌ＥＳＤ取材

８月に中国語版と英語版で本校の記事を巻頭に載せて世界発信される

越谷市立大袋東小学校の校内研究会に講師派遣

「環境教育とＥＳＤの違い」を中心に講話

文部科学省ＥＳＤキックオフイベントに参加

桜丘中学・高等学校（東京都・北区）教員２名派遣受け入れ
地球環境パートナーシッププラザでのＥＳＤ研修会に講師派遣

環境から地域創造を考える総合雑誌ＢＩＯＣＩＴＹ（ビオシティ）誌に「ＥＳＤカレンダーで変わる日本と世界の学び」が掲載される

福島県只見町立朝日小学校から訪問受け入れ３年地域安全マップづくり
（江東区危機管理課協力授業）等を参観

校内研究授業　２年「野菜づくり」越谷市立大沢北小、環境省、エデュペディアより参加

稲城市議会福祉文教委員会委員長大久保もりひさ様、副委員長岩佐ゆきひろ様はじめ５名の委員様と教育指導担当部長他、議会事務局から３名来校　
「ユネスコスクールとＥＳＤの拡充」について行政視察、江東区教育委員会と江東区議会事務局が対応　
高崎市立六郷小学校の校内研修会に講師派遣

校内研修会、多田先生の講話「持続可能な社会のための教育」の基盤　　　　

吉岡主任研究発表「ＥＳＤと生活・総合ってどう違うの」プレゼン事前検討

大牟田市立倉永小学校に講師派遣

生活科教育研究会全国大会にて事例発表講師派遣

エデュペディアより取材エ
岡山市立三勲小学校より訪問受け入れ

ＥＳＤ世界の祭典推進フォーラムＥＳＤ実践モデル全国会議（国連大学）にて事例（歴史・文化遺産教育事例「江戸・深川の歴史を調べこの町を語ろう」）を発表、１１月に電子書籍『ＥＳＤジャパンモデル』として出版される

ＥＳＤ市民会議（国連大学）参加

海洋教育夏季研修会にてＥＳＤ事例発表（「江戸・深川の・・」）

ユネスコスクール地域ネットワーク連絡会議参加

ユネスコスクール世界大会宣言ワーキンググループ会合に出席

校内研究会に国会議員団（参議院議員荒木清寛様、谷合正明様、衆議院議員髙木美智
代様、区議会議員関根とも子様、小嶋和義様、江東区教育委員会、教育新聞、公明新
聞、毎日新聞・文部科学省２名）来校受け入れ、校内研究授業　５年「ぼくたちの手
で地球を守ろう」（カーボンマイナスこどもアクション）市川市立稲荷木小学校・東
京家政大学・彦根市立城陽小学校・彦根市立稲枝北小学校・環境省・文部科学省主任
視学官等の参加受け入れ、
ＥＳＤ世界会議フォローアップ会合企画実行委員会に出席

茨城県霞ヶ浦環境科学センターにてESDカレンダーを使用して研修

ＥＳＤ円卓会議出席

科学技術振興機構刊　サイエンスウィンドウ誌に６年実践の掲載

ＥＳＤフェスタ２０１４秋in東京 （日本科学未来館）にてＥＳＤオフィシャルサポ
ーター白井貴子さんの歌うＥＳＤメッセージソング「ぼくらは大きな世界の一粒の
命」のダンスを本校児童が披露

目黒区立五本木小学校の校内研究会に講師派遣

国会・参議院予算委員会にて、ＥＳＤカレンダーと本校の教育が取り上げられ、質問
者の荒木議員からも、回答者の下村文部科学大臣からも絶賛をいただく。ユネスコス
クール以外の学校にも広める事が約束される

ＢＳテレビ朝日「テイバン・タイムズ」より、ＥＳＤの授業とその基となる理念に関する取材を受け入れ　４年「人にやさしい町づくり」（バリアフリー・車いす体験、放送日は１１／２の１時間番組）、同授業に毎日小学生新聞の取材も受ける

校内研究授業　３年「食べ物から見える世界」（すがたを変える大豆）

インドネシアのユネスコ国内委員会ナショナルコーディネーターと８人の教員たち、そして通訳と案内も兼ねて筑波大学附属坂戸高校教員等の来校を受け入れ、交流を進める
日本教材学会シンポジウム（中部大学会場）にてＥＳＤの授業づくりについて講師を派遣（ＣＤ資料７０部）

ユネスコ本部を通じたＮＨＫ『日本賞』関係者の学校訪問を受け入れ、世界２１の国と地域から３６名の訪問団が来校、全校歓迎会・説明会（学校教育におけるＥＳＤの重要性について英語版プレゼンで対応）・５年地球温暖化の問題点に関する発表と意見交流等を実施（１１／２　ＮＨＫ『とっておきサンデー』にて放送）江東ケーブルＴＶも取材し、後日放送、ＣＤ８０枚配布

時事通信社内外教育ＥＳＤ特集の取材来校

国立教育政策研究所研究員　丸山英樹様が、バルト海プロジェクト代表の
Sonderborg（ソーレン）氏（デンマーク）とクリスティー女史（エストニア代表）を
同行して来校、本校職員とも懇談

ＮＨＫ情報番組『情報まるごと』取材　６年「江戸・深川の歴史を調べ、この町を語
ろう」学習発表会（深川小学校の６年生の参観あり）（１１／１１ＮＨＫ総合ユネスコ
ＥＳＤ特集番組で放送）

ユネスコスクール世界大会・全国大会に参加、実践事例発表・ポスターセッション、
ＣＤ４００枚等の配布を通じて発信と交流

都議会議員野上純子様はじめ葛飾区議会議員上原ゆみえ様、黒柳じょうじ様、山本ひ
ろみ様、小山達也様、江口ひさみ様、葛飾教育委員会、愛知星城高校から来校　
４年「ごみと私たちのくらし」参観等

ＥＳＤ世界閣僚級会合に参加、ジャパンレポート配信、実践データＣＤ『ＥＳＤin
ＹＡＮＡＧＡＷＡ』２００枚等を配布し発信と交流を推進

インドネシア大使館主催文化交流会に参加
校内研究会　１年「あきのおもちゃだいしゅうごう」環境省・林野庁教育出版・枝川
小学校から参観

Ｋ―インターナショナルスクールと６年の交流開始

日本ユネスコ協会連盟と三菱東京ＵＦＪ銀行ＣＳＲ推進部４名来校

校内研究授業　６年「世界の平和と日本の役割を考える」　　
静岡県裾野市教務主任県外研修会として９名、北九州市立北すがお小学校より１名参
加、教育出版、環境省等から参加

４年　社会科見学（えこっくる江東）での学びを日能研より２名参観　
時事通信社内外教育誌「ＥＳＤカレンダーの工夫とその意義」取材

６年「世界の平和と日本の役割を考える」にインドネシアのパンチェシラ大学の春名
尋子先生がゲストとして協力授業

奈良教育大学「教育シンポジウム」にシンポジストを派遣

白百合女子大学文学部の「総合的な学習の時間」に講師を派遣

『八名川まつり』を開催（来校者多数）

『ＥＳＤパワーアップ交流会』を開催（発表校及び参加者多数）　　　　　　　


　　　　
�


ＥＳＤ世界閣僚級会合の日本政府パネルに掲げられたＥＳＤカレンダー





CONTACT


Shinonome Elementary School, Koto-ku, Tokyo  Yanagawa Elementary School, Koto-ku, Tokyo


Address：2-4-11 Shinonome, Koto-ku,          Address：3-1-15 Shin-ohashi, Koto-ku,


Tokyo 135-0062　                             Tokyo 135-0007


TEL：03-3529-1451　　FAX：03-3528-1768　　TEL：03-3631-2260　　　FAX：03-3631-3127


MAIL： r-haga@koto-edu.jp 　　　　　　　　　 MAIL： t-tejima@koto-edu.jp 





２０１４年度ユネスコスクールとしての交流や発信の記録











